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鉄スクラップ

半
月
で
市
況
7000
円
上
昇

電

炉

H
2
買
値

5
万
円
到
達
が
焦
点

ＪＦＥ

低
炭
素

還
元
鉄

U
A
E
で
合
弁
生
産

低
炭
素

還
元
鉄

U
A
E
で
合
弁
生
産

25
年
度

下
期
開
始

年
100
万
㌧
引
き
取
り

大
阪
拠
点
で
太
陽
光
発
電

中村商事

経
費
節
減
、C
O
2

削
減
寄
与

ビ
レ
ッ
ト
輸
出
25
％
減

7
月

2
カ
月
ぶ
り
10
万
㌧
割
れ

中
川
産
業

木目調の現代的オフィスに木目調の現代的オフィスに
本社内装工事が完了

内
装
工
事
を
終
え
た
オ
フ
ィ
ス

国際フロンティア
産業メッセ開幕
神戸できょうまで

長 時 間
連続稼働

ョ
ベ
ル

発
売

木
質
バ
イ
オ
発
電
所
建
設

福
島
で
安
全
祈
願
祭

神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ・
熊
谷
組

エ
ネ
テ
ィ
社
株

売
却
・
譲
渡
完
了

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

買
値
1500
円
上
げ

中
部
電
炉
2
社

1000
―
2000
円
上
げ

新
潟
電
炉
2
社

自
社
株
取
得
終
了

自
社
株
取
得
終
了

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

国
内
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
相
場
が
半
月
で
ト
ン
当
た
り
7
0
0
0
円
前
後
上
昇

し
た
。
国
際
相
場
の
上
昇
を
受
け
て
国
内
電
炉
メ
ー
カ
ー
各
社
が
盆
明
け
か
ら

対
応
値
上
げ
を
実
施
し
続
け
て
い
る
。
日
本
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
総
合
価
格
（
東
名

阪
3
地
区
の
電
炉
メ
ー
カ
ー
購
入
価
格
平
均
、
産
業
新
聞
調
べ
、
1
日
時
点
）

は
、
指
標
品
の
Ｈ
2
が
4
万
7
7
0
0
円
に
上
昇
。
前
日
か
ら
1
1
0
0
円（
1

・
9
％
）、直
近
安
値
の
8
月
17
日
か
ら
は
6
8
0
0
円
（
16
・
6
％
）、そ
れ
ぞ

れ
高
く
な
っ
た
。
た
だ
し
8
月
末
こ
ろ
か
ら
輸
出
商
談
が
減
り
、
複
数
筋
が「
相

場
の
上
伸
力
は
弱
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
9
月
中
に
国
内
電
炉
の
買
値
が

5
万
円
に
到
達
す
る
か
否
か
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

関
東
電
炉
メ
ー
カ
ー
の

Ｈ
2
購
入
価
格
は
4
万
7

0
0
0
円
前
後
―
4
万
8

5
0
0
円
前
後
に
上
昇
し

た
。
前
日
か
ら
1
0
0
0

円
前
後
続
騰
し
た
格
好
。

Ｈ
2
の
関
東
湾
岸
価
格
は

4
万
7
5
0
0
―
4
万
9

5
0
0
円
前
後
に
な
っ

た
。

関
西
電
炉
の
Ｈ
2
買
値

も
関
東
と
同
様
に
続
伸
し

た
。
大
阪
地
区
は
一
部
を

除
い
て
前
日
か
ら
1
5
0

0
円
高
く
な
り
、
4
万
8

0
0
0
―
4
万
9
0
0
0

円
前
後
、
一
部
高
値
4
万

9
5
0
0
円
に
な
っ
た
。

姫
路
地
区
は
同
2
0
0
0

円
高
で
4
万
7
5
0
0
―

4
万
8
5
0
0
円
前
後
に

上
昇
し
た
。

中
国
の
秋
需
な
ど
を
に

ら
ん
で
ベ
ト
ナ
ム
や
韓
国

が
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
調
達

を
進
め
、
日
本
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
需
給
を
引
き
締
め

た
。
市
中
の
ヤ
ー
ド
筋
は

「
現
時
点
で
は
ま
だ
反
落

す
る
兆
し
は
な
い
」
と
み

る
が
、同
時
に「『
夏
枯
れ
』

で
減
っ
て
い
た
発
生
が

徐
々
に
回
復
す
る
と
予
測

さ
れ
る
上
、
中
国
の
鋼
材

や
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
市
況

の
上
昇
速
度
も
緩
ん
で
い

る
。
日
本
相
場
の
上
値
は

重
く
な
り
そ
う
だ
」
と
の

指
摘
も
あ
る
。

電
炉
大
手
の
東
京
製
鉄

が
1
日
入
荷
分
か
ら
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
購
入
価
格
を

全
拠
点
で
上

げ
、
各
地
に

値
上
げ
の
動

き
が
広
が
っ

た
。
東
鉄
の

各
拠
点
の
上

げ
幅
は
、
宇

都
宮
工
場
が

ト
ン
当
た
り

1
0
0
0

円
、
田
原
工

場
と
九
州
工

場
が
各
1
5
0
0
円
、
岡

山
工
場
と
高
松
鉄
鋼
セ
ン

タ
ー
が
各
2
0
0
0
円
、

名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
ヤ
ー

ド
が
2
5
0
0
円
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
1

日
、
伊
藤
忠
商
事
、
Ｕ
Ａ

Ｅ
鉄
鋼
大
手
の
エ
ミ
レ
ー

ツ
・
ス
チ
ー
ル
と
共
同
で
、

低
炭
素
還
元
鉄
の
合
弁
生

産
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
構
築
に
関
す
る
詳
細

な
事
業
化
調
査
に
入
る
と

発
表
し
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
で

年
産
2
5
0
万
㌧
程
度
の

生
産
を
2
0
2
5
年
度
下

期
に
開
始
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
は
約
1
0
0
万
㌧

を
引
き
取
る
考
え
。
転
炉

で
の
活
用
を
増
や
す
ほ

か
、
電
炉
の
増
強
を
進
め

る
上
で
品
質
、
分
量
両
面

で
必
要
に
な
る
還
元
鉄
を

確
保
す
る
狙
い
。

エ
ミ
レ
ー
ツ
・
ス
チ
ー

ル
が
生
産
を
担
う
還
元
鉄

で
は
徹
底
し
た
低
炭
素
化

を
狙
う
。
現
地
で
産
出
す

る
天
然
ガ
ス
を
活
用
し
、

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2
）
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

油
田
に
圧
入
す
る
。
電
源

も
天
然
ガ
ス
由
来
を
太
陽

光
発
電
に
切
り
替
え
を
想

定
す
る
。
将
来
の
水
素
還

元
製
鉄
技
術
導
入
、
実
質

排
出
ゼ
ロ
も
視
野
に
入
れ

る
。Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が
参

画
前
に
実
施
済
み
の
検
証

を
踏
ま
え
、
詳
細
な
調
査

に
入
る
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
合
弁

会
社
を
設
立
し
、
現
地
で

還
元
鉄
を
生
産
。
伊
藤
忠

商
事
が
高
品
位
鉄
鉱
石
を

調
達
、
還
元
鉄
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
が
引
き
取
る
ほ

か
、
ア
ジ
ア
市
場
に
供
給

す
る
。

高
炉
法
に
比
べ
て
炭
素

排
出
量
の
少
な
い
還
元
鉄

の
活
用
拡
大
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
30
年
度
に
Ｃ
Ｏ

2
を
13
年
度
比
30
％
以
上

削
減
す
る
手
法
の
一
つ
と

位
置
付
け
て
い
る
。
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
活
用
拡
大
と

と
も
に
当
面
の
低
炭
素
化

に
還
元
鉄
を
生
か
す
方
針

だ
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
2
0

5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
を
目
指
す

に
当
た
り
、
30
年
度
ま
で
を

移
行
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
期

と
位
置
付
け
、
確
立
が
近
い

技
術
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、

13
年
度
比
30
％
以
上
の
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
排
出
削

減
を
目
指
す
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
、
還
元
鉄
の
利
用
拡
大
、

電
気
炉
の
増
強
、
フ
ェ
ロ
コ

ー
ク
ス
の
実
機
化
な
ど
の
一

方
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

高
炉
な
ど
超
革
新
的
技
術
開

発
を
進
め
る
。
将
来
像
は
決

め
打
ち
せ
ず
、
複
線
的
に
技

術
開
発
な
ど
を
進
め
、
得
意

の
大
型
高
炉
で
の
量
産
に
よ

る
競
争
力
を
極
力
生
か
し
た

い
考
え
だ
。

移
行
期
は
電
炉
増
強
な
ど

プ
ロ
セ
ス
の
低
炭
素
化
を
進

め
る
。
西
日
本
製
鉄
所
倉
敷

地
区
の
第
2
高
炉
を
改
修
期

を
迎
え
る
27
年
以
降
休
止

し
、大
型
電
炉
を
導
入
す
る
。

年
産
2
0
0
万
㌧
の
電
炉
の

場
合
で
Ｃ
Ｏ
2
削
減
は
年
約

3
0
0
万
㌧
を
見
込
む
。
品

目
は
未
定
と
し
て
い
る
が
、

電
磁
鋼
板
を
含
め
、
電
炉
で

で
き
る
領
域
は
あ
る
と
し
、

高
級
鋼
生
産
を
目
指
す
考

え
。仙

台
製
造
所
の
電
炉
強
靱

化
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
よ
る
能
力
増

強
対
応
、
荷
役
設
備
増
強
で

年
産
能
力
を
24
年
に
約
14
万

㌧
増
強
す
る
。
Ｃ
Ｏ
2
削
減

効
果
は
年
約
10
万
㌧
を
見
込

む
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
含
ま
れ

る
銅
な
ど
除
去
が
難
し
い
不

純
物
、
ト
ラ
ン
プ
エ
レ
メ
ン

ト
の
低
減
技
術
開
発
で
電
炉

材
の
品
質
向
上
も
進
め
る
。

転
炉
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
利
用

を
拡
大
す
る
た
め
、
環
境
調

和
型
転
炉
溶
銑
予
備
処
理
プ

ロ
セ
ス
（
Ｄ
Ｒ
Ｐ
）
の
導
入

を
昨
年
完
了
し
た
。
21
年
度

だ
け
で
Ｃ
Ｏ
2
削
減
効
果
を

約
17
万
㌧
確
認
し
た
。
従
来

10
％
だ
っ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
比

は
Ｄ
Ｒ
Ｐ
で
18
％
に
増
や
せ

る
と
想
定
。
バ
ー
ナ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
の
熱
余
裕
拡
大
技
術

を
開
発
、
設
備
増
強
と
組
み

合
わ
せ
、
30
年
度
で
年
約
2

0
0
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
効

果
を
狙
う
。

移
行
期
は
将
来
に
向
け
た

技
術
開
発
を
並
行
し
て
進
め

る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｇ
Ｉ
）
基
金
で
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
ん
で
水
素

還
元
製
鉄
な
ど
技
術
開
発
を

進
め
て
お
り
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
主
導
で
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
（
Ｃ
Ｒ
）
高
炉
の
試

験
な
ど
を
展
開
す
る
。
東
日

本
製
鉄
所
千
葉
地
区
に
1
5

0
立
方
㍍
規
模
の
試
験
高
炉

を
建
設
し
て
お
り
、
25
年
4

月
か
ら
26
年
度
に
試
験
を
実

施
、
原
理
を
確
認
す
る
。
う

ま
く
い
け
ば
、
次
の
段
階
で

7
0
0
立
方
㍍
規
模
の
高
炉

を
倉
敷
に
設
置
、実
証
す
る
。

1
0
0
％
水
素
の
直
接
還

元
の
技
術
開
発
で
も
Ｃ
Ｒ
の

要
素
を
狙
う
。
千
葉
で
ベ
ン

チ
ス
ケ
ー
ル
の
試
験
を
24
年

に
開
始
し
、
原
理
を
確
認
。

順
調
な
ら
、
よ
り
大
型
の
プ

ラ
ン
ト
で
技
術
確
性
を
実

施
、
早
期
の
実
証
試
験
に
展

開
す
る
。

電
炉
の
高
効
率
、
大
型
化

技
術
開
発
で
は
、
千
葉
で
10

㌧
試
験
電
炉
を
建
設
し
て
お

り
、
24
年
度
に
試
験
を
始
め

る
。
還
元
鉄
の
予
熱
技
術
、

熱
付
与
バ
ー
ナ
ー
技
術
、
溶

鋼
撹
拌
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
溶
解
電
力
低
減
、
冷
鉄

源
の
高
速
溶
解
を
目
指
す
。

西
日
本
製
鉄
所
福
山
地
区
で

は
3
㌧
電
炉
で
高
品
質
鋼
材

製
造
技
術
を
開
発
す
る
。
開

発
す
る
技
術
は
自
社
電
炉
に

実
装
を
目
指
す
。

30
年
代
か
ら
40
年
代
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
と
位
置
付

け
、超
革
新
的
技
術
の
確
立
、

実
装
を
進
め
る
。
省
エ
ネ
プ

ロ
セ
ス
で
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を

減
ら
す
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ
2
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
賢
く
使

う
技
術
や
炭
素
の
回
収
・
貯

留（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）な
ど
で
Ｃ
Ｏ
2

を
固
定
化
す
る
技
術
も
組
み

合
わ
せ
て
Ｃ
Ｎ
を
実
現
す

る
。Ｃ

Ｎ
実
現
に
は
カ
ー
ボ
ン

フ
リ
ー
の
電
力
、
水
素
の
安

価
、
安
定
、
大
量
供
給
な
ど

鉄
鋼
業
に
と
っ
て
外
部
環
境

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も

必
要
だ
。
水
素
の
単
価
な
ど

条
件
に
よ
っ
て
、
高
炉
を
残

せ
る
の
か
、
高
炉
・
転
炉
法

を
1
0
0
％
水
素
還
元
設
備

や
電
炉
に
ど
の
程
度
置
き
換

え
る
か
判
断
す
る
。

30
年
ま
で
で
1
兆
円
規
模

な
ど
と
莫
大
な
投
資
を
伴
う

低
炭
素
、
脱
炭
素
化
は
固
定

費
、
変
動
費
の
コ
ス
ト
高
が

避
け
ら
れ
な
い
見
透
し
。
こ

れ
を
賄
え
る
よ
う
、
グ
リ
ー

ン
鋼
材
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付

け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が

要
る
。
鋼
材
の
性
能
な
ど
が

高
ま
ら
な
い
で
価
格
は
高
い

グ
リ
ー
ン
鋼
材
を
使
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
、
市
場
形

成
に
は
政
策
的
な
後
押
し
も

必
要
。研
究
開
発
、実
装
投
資

の
支
援
の
他
、
グ
リ
ー
ン
水

素
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
国
際
的

に
競
争
力
の
あ
る
産
業
用
電

力
料
金
な
ど
政
府
や
社
会
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

中
村
商
事
（
本
社
＝
東

京
都
千
代
田
区
、
中
村
定

社
長
）
は
、
大
阪
市
住
之

江
区
の
在
庫
加
工
拠
点
・

南
港
基
地
の
屋
根
に
大
辰

の
協
力
の
も
と
、
太
陽
光

発
電
お
よ
び
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。
導
入

に
よ
り
経
費
節
減
ほ
か
、

Ｃ
Ｏ
2
削
減
な
ど
環
境
保

護
へ
の
寄
与
を
目
指
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
自
家
発

電
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
南
港
基
地
で
活
用
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
電
気
料

金
の
削
減
に
よ
る
経
費
節

減
や
、
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
に

よ
る
最
終
製
品
の
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
へ
の

寄
与
、
非
常
用
電
源
の
確

保
を
図
る
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
拠
点

の
屋
根
に
設
置
し
た
こ
と

で
、
夏
場
の
直
射
日
光
を

遮
り
、
猛
暑
時
の
建
屋
内

の
作
業
環
境
改
善
に
も
寄

与
す
る
。

今
回
の
導
入
は
南
港
基

地
屋
根
の
一
部
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
今
後
、
導
入

の
効
果
な
ど
を
慎
重
に
見

極
め
た
上
で
、
増
設
を
検

討
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

財
務
省
の
貿
易
統
計
に

よ
る
と
、
7
月
の
ビ
レ
ッ

ト
（
鋼
片
）
輸
出
量
は
8

万
1
7
3
8
㌧
と
前
年
同

月
比
25
％
減
、
前
月
比
36

・
1
％
減
と
な
っ
た
。
ロ

シ
ア
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
半

製
品
の
安
価
輸
出
や
、
中

国
の
鋼
材
需
要
低
迷
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
2
カ
月

ぶ
り
に
10
万
㌧
を
割
り
込

ん
だ
。

平
均
単
価
は
ト
ン
当
た

り
8
万
4
7
4
4
円
で
前

年
同
月
比
1
万
4
5
9
1

円
高
、
前
月
比
5
0
9
3

円
安
。

向
け
先
別
で
は
、
韓
国

が
3
万
4
3
9
2
㌧
（
前

年
同
月
比
18
％
増
、
前
月

比
27
・
7
％
減
）、台
湾
は

1
万
6
2
8
9
㌧
（
前
年

同
月
比
47
・
7
％
減
、
前

月
比
62
・
5
％
減
）、中
国

が
1
万
3
6
5
0
㌧
（
前

年
同
月
比
44
・
2
％
減
、

前
月
比
2
・
5
倍
）、タ
イ

は
1
万
1
0
7
6
㌧
（
前

年
同
月
比
2
倍
、
前
月
比

51
・
7
％
増
）と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
輸
出
先
の
実

績
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
6
0
4
4
㌧
（
前

年
同
月
比
51
・
5
％
減
、

前
月
比
35
・
4
％
減
）、米

国
が
2
2
5
㌧
（
前
年
同

月
比
38
・
5
％
減
、
前
月

比
54
・
2
％
減
）、ド
イ
ツ

は
63
㌧
（
前
年
同
月
実
績

は
ゼ
ロ
、前
月
比
50
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

関
西
地
区
の
独
立
系
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
、
中
川
産

業
（
本
社
＝
大
阪
府
東
大

阪
市
、
中
川
恭
夫
社
長
）

は
、
本
社
社
屋
の
内
装
工

事
を
8
月
末
に
ほ
ぼ
完
了

し
た
。
総
投
資
費
用
は
約

1
億
円
。
木
目
調
が
印
象

的
な
現
代
的
な
オ
フ
ィ
ス

へ
と
模
様
替
え
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
本
社

社
屋
は
50
年
ほ
ど
使
用
さ

れ
て
お
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
と
い
う
。
過
去
に

3
階
の
応
接
室
を
一
部
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
初
め
て
全
面
的
な

内
装
工
事
を
決
定
し
た
。

工
事
は
2
階
、
1
階
、

3
階
の
順
番
に
実
施
。
オ

フ
ィ
ス
内
は
ド
ア
を
含
め

木
目
を
基
調
と
し
た
温
か

み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、

樹
脂
の
タ
イ
ル
が
敷
か
れ

て
い
た
床
面
は
、
床
下
に

電
源
や
通
信
用
の
配
線
な

ど
を
収
納
で
き
る
ア
ク
セ

ス
フ
ロ
ア
に
し
た
。
衛
生

面
な
ど
を
考
慮
し
土
足
制

か
ら
上
履
き
制
に
変
更
。

3
階
に
は
新
た
に
ガ
ラ
ス

で
仕
切
ら
れ
た
会
議
室
も

新
設
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
化
を
図
っ
た
。

オ
フ
ィ
ス
内
の
工
事
は

終
え
て
お
り
、
玄
関
周
辺

と
階
段
の
内
装
を
整
え
れ

ば
完
了
す
る
見
込
み
。
中

川
社
長
は
「
よ
り
快
適
な

オ
フ
ィ
ス
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。同

社
は
本
社
の
ほ
か
、

石
切
工
場
（
大
阪
府
東
大

阪
市
）、京
都
営
業
所
（
京

都
府
木
津
川
市
）、久
御
山

事
業
所
（
同
久
御
山
町
）

の
計
3
カ
所
を
拠
点
に
持

つ
。
大
型
レ
ベ
ラ
ー
3
基

と
大
型
ス
リ
ッ
タ
ー
2

基
、
小
型
ス
リ
ッ
タ
ー
1

基
、ミ
ニ
レ
ベ
ラ
ー
4
基
、

シ
ャ
ー
リ
ン
グ
4
基
、
プ

レ
ス
45
台
、
ベ
ン
ダ
ー
3

基
、洗
浄
機
な
ど
を
保
有
。

家
電
向
け
と
産
業
機
械
向

け
が
主
体
で
、
自
社
販
売

は
95
％
、
受
託
・
賃
加
工

は
5
％
。
年
間
加
工
量
は

8
万
㌧
。

先
端
技
術
の
紹
介
や
製

品
展
示
な
ど
を
行
う
西
日

本
最
大
級
の
産
業
総
合
展

示
会
「
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
産
業
メ
ッ
セ
2
0
2

2
」
が
、
神
戸
市
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
国
際

展
示
場
で
1
日
開
幕
し

た
。
神
戸
製
鋼
所
グ
ル
ー

プ
な
ど
計
4
2
7
社
・
団

体
が
出
展
し
て
お
り
、
会

期
は
き
ょ
う
2
日
ま
で
。

同
展
示
会
は
技
術
交
流

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

を
進
め
る
機
会
の
提
供
を

目
的
に
開
催
、
今
年
で
25

回
目
を
迎
え
る
。
今
回
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
未
来

を
拓
く

未
来
を
動
か

す
」。特
別
テ
ー
マ
は
「
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
＆
ド
ロ

ー
ン
」。関
連
し
た
技
術
や

製
品
な
ど
の
展
示
お
よ
び

講
演
の
ほ
か
、
2
日
目
に

は
、
特
別
企
画
と
し
て
兵

庫
県
知
事
と
神
戸
市
長
を

パ
ネ
リ
ス
ト
と
す
る
水
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た

「
水
素
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
」

を
実
施
す
る
。

神
戸
製
鋼
所
は
、
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
の

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
重

要
課
題
）、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
低
Ｃ
Ｏ
2

高
炉
鋼
材
「
コ
ベ
ナ
ブ
ル

・
ス
チ
ー
ル
」
の
実
際
に

採
用
さ
れ
た
製

品
展
示
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
水

素
ガ
ス
供
給
シ

ス
テ
ム
を
紹

介
。
神
鋼
環
境

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
は
、
流
動
床

式
ガ
ス
化
技
術

や
水
素
発
生
装

置
「
Ｈ
Ｈ
Ｏ

Ｇ
」、コ
ベ
ル
コ

建
機
は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の

遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ

―
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
Ｔ
」
な
ど
を
パ
ネ
ル

展
示
し
、
Ｐ
Ｒ
し
た
。

虹
技
は
、
Ｋ
Ｃ
メ
タ
ル

フ
ァ
イ
バ
ー（「
び
び
り
振

動
切
削
法
」
で
製
造
す
る

金
属
短
繊
維
）、現
在
開
発

を
進
め
る
低
炭
素
球
状
黒

鉛
鋳
鉄
を
紹
介
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ

ル
ー
プ
は
産
業
用
ド
ロ
ー

ン
、歯
髄
再
生
治
療
、Ｃ
Ｏ

2
回
収
装
置
な
ど
グ
ル
ー

プ
で
の
取
り
組
み
を
展

示
。
1
日
に

は
同
社
の
豊

田
喜
久
夫
代

表
取
締
役
会

長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ

に
よ
る
「
産

業
ガ
ス
を
起
源
と
し
た
エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
」
と
題

し
た
特
別
講
演
も
行
わ
れ

た
。

コ
ス
ト
削
減
が
可
能
だ
。

国
内
導
入
し
た
有
線
式
電

動
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
と
し
て

は
2
機
種
目
と
な
る
。
価

格
は
2
5
3
0
万
円
（
工

場
裸
渡
し
消
費
税
抜
き
）、

国
内
の
み
で
年
間
5
台
の

販
売
を
目
指
す
。

電
源
を
有
線
で
直
接
供

給
す
る
た
め
充
電
式
の
電

動
車
と
異
な
り
、
バ
ッ
テ

リ
ー
残
量
を
考
え
ず
に
長

時
間
連
続
稼
働
で
き
る
。

特
に
産
廃
処
理
工
場
な
ど

24
時
間
稼
働
が
必
要
な
作

業
現
場
で
の
生
産
性
を
向

上
で
き
る
。

電
気
モ
ー
タ
ー
を
駆
動

源
と
す
る
こ
と
で
稼
働
現

場
で
の
排
出
ガ
ス
を
ゼ
ロ

と
し
、
ク
リ
ー
ン
な
作
業

環
境
を
実
現
。
工
場
内
で

の
産
廃
処
理
や
自
動
車
・

家
電
解
体
作
業
な
ど
、
三

相
交
流
4
0
0
Ｖ
（
ボ
ル

ト
）
の
電
源
確
保
で
き
る

現
場
で
活
用
可
能
だ
。

エ
ン
ジ
ン
車
に
比
べ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
安
く
経
済
的

で
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
手
間
も
削

減
。
使
用
す
る
電

気
代
は
軽
油
代
よ

り
安
く
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
低

く
抑
え
ら
れ
る
。

工
場
に
設
置
さ
れ
た
太

陽
光
発
電
設
備
や
ボ
イ
ラ

ー
発
電
設
備
の
余
剰
電
力

に
も
活
用
で
き
る
。
日
々

の
燃
料
補
給
や
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
の
交
換
、
そ
の
他

フ
ィ
ル
タ
ー
類
の
交
換
な

ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間

も
削
減
、
生
産
性
・
収
益

力
を
高
め
ら
れ
る
。

車
体
か
ら
の
排
熱
低
減

に
よ
り
作
業
環
境
を
快
適

化
。
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

て
い
な
い
た
め
車
体
か
ら

の
発
熱
量
が
少
な
く
、
車

体
周
囲
に
熱
影
響
を
与
え

に
く
い
た
め
、
作
業
環
境

が
改
善
す
る
。
ホ
コ
リ
が

多
い
産
廃
工
場
な
ど
で
の

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
対
策
・

車
両
火
災
対
策
に
も
有
線

式
電
動
シ
ョ
ベ
ル
は
有
効

と
な
る
。

神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
熊
谷
組
は
30
日
、

2
社
で
構
成
す
る
神
鋼
環

境
・
熊
谷
組
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
が
20
日
に

福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
蕨

平
地
区
で
「
飯
舘
み
ら
い

発
電
所
建
設
工
事
」
の
安

全
祈
願
祭
を
行
っ
た
と
発

表
し
た
。
式
典
で
は
事
業

者
の
飯
舘
バ
イ
オ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
は
じ
め
、
来
賓
と

し
て
飯
舘
村
の
杉
岡
誠
村

長
、
地
元
関
係
者
な
ど
約

80
人
が
出
席
し
た
。

同
事
業
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
を
建
設

し
、
飯
舘
村
は
じ
め
福
島

県
の
里
山
・
林
業
の
再
生

・
復
興
を
目
指
す
も
の
。

放
射
性
物
質
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
震
災
前
に

は
有
効
利
用
さ
れ
て
い
た

バ
ー
ク
（
樹
皮
）
や
間
伐

材
な
ど
木
質
資
源
を
発
電

燃
料
と
し
て
安
全
か
つ
有

効
に
活
用
す
る
。
運
転
開

始
は
2
0
2
4
年
春
ご
ろ

を
予
定
。

工
事
は
、
敷
地
面
積
が

4
万
5
7
2
1
平
方
㍍
、

建
築
面
積
が
6
8
8
3
平

方
㍍
。
Ｓ
造
（
一
部
Ｒ
Ｃ

造
）
で
、
地
上
1
階
お
よ

び
2
階
建
て
。
チ
ッ
プ
貯

留
ヤ
ー
ド
、ボ
イ
ラ
ー
棟
、

タ
ー
ビ
ン
棟
、
飛
灰
貯
留

棟
、
特
高
受
変
電
設
備
、

事
務
所
棟
、
送
電
路
（
9

・
7
㌔
㍍
）、連
系
変
電
所

な
ど
を
建
設
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

の
設
備
概
要
は
、
出
力
7

5
0
0
㌔
㍗
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
想
定

売
電
量
は
年
間
5
3
0
0

万
㌔
㍗
（
一
般
家
庭
約
1

万
7
0
0
0
軒
相
当
）。燃

料
と
し
て
使
用
す
る
地
元

間
伐
材
、
バ
ー
ク（
樹
皮
）

な
ど
は
年
間
合
計
約
9
万

5
0
0
0
㌧
。

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
（
勝
又
幹
英

社
長
）
は
1
日
、
同
社
が

保
有
す
る
、
洋
上
風
力
発

設
備
据
付
作
業
船
へ
の
投

資
を
含
む
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
手
掛
け

る
Ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｉ
・
Ｉ
ｎ
ｃ

（
エ
ネ
テ
ィ
社
、
モ
ナ
コ

公
国
）
の
株
式
の
一
部
を

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ（
米
国
）

に
売
却
し
、
残
り
の
株
式

は
エ
ネ
テ
ィ
社
へ
の
譲
渡

で
合
意
し
、
こ
の
ほ
ど
売

却
、
譲
渡
が
完
了
し
た
と

発
表
し
た
。

2
0
2
1
年
8
月
に
保

有
す
る
洋
上
風
力
発
電
設

備
据
付
会
社
の
Ｓ
ｅ
ａ
ｊ

ａ
ｃ
ｋ
ｓ
・
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
社
の

株
式
の
全
部
を
米
国
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所

に
上
場
す
る
エ
ネ
テ
ィ
社

に
譲
渡
し
、
対
価
と
し
て

エ
ネ
テ
ィ
社
が
新
た
に
発

行
す
る
株
式
を
引
き
受
け

て
い
る
。

Ｓ
ｅ
ａ
ｊ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ
社

は
06
年
に
設
立
さ
れ
た
英

国
を
拠
点
と
す
る
洋
上
風

力
発
電
設
備
の
据
付
を
行

う
会
社
。
同
社
は
自
走
式

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
船
を
保

有
・
運
行
し
、
欧
州
を
中

心
に
据
付
実
績
を
有
す
。

12
年
3
月
に
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
は

洋
上
風
力
発
電
の
成
長
性

を
見
込
み
、
丸
紅
と
共
同

で
同
社
を
買
収
。
日
本
な

ど
ア
ジ
ア
地
域
で
洋
上
風

力
発
電
市
場
へ
の
事
業
展

開
を
目
的
に
、
13
年
に
は

日
本
法
人
を
設
立
。
20
年

に
秋
田
港
・
能
代
港
沖
で

国
内
初
の
商
用
大
型
洋
上

風
力
発
電
事
業
の
基
礎
・

タ
ー
ビ
ン
据
付
工
事
に
参

画
し
た
。

共
英
製
鋼
名
古
屋
事
業

所
、
ト
ピ
ー
工
業
豊
橋
製

造
所
は
1
日
か
ら
、
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
建
値
を
全
品

種
一
律
1
5
0
0
円
値
上

げ
し
た
。
改
定
後
の
Ｈ
2

建
値
は
共
英
製
鋼
名
古
屋

事
業
所
、
ト
ピ
ー
工
業
豊

橋
製
造
所
と
も
に
4
万
5

0
0
0
円
。

三
星
金
属
工
業
は
1
日

か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入

価
格
を
新
断
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
で
ト
ン
当
た
り
1
0

0
0
円
、
そ
の
他
品
種
で

2
0
0
0
円
引
き
上
げ

た
。
北
越
メ
タ
ル
は
同
日

か
ら
全
品
種
で
1
0
0
0

円
引
き
上
げ
た
。

日
本
製
鉄

（
9
月
1
日
付
）

■
顧
問
の
委
嘱

▽
顧
問
＝
中
井
徳
太
郎

▽
東
京
製
鉄
＝
74
万
6

9
0
0
株
、
10
億
4
2
9

7
万
8
6
0
0
円
（
8
月

1
―
31
日
）

虹技のブース

30年度までカーボンニュートラル移行期30年度までカーボンニュートラル移行期

電気炉でのスクラップ利用拡大（資料：ＪＦＥスチール）

プ
ロ
セ
ス
低
炭
素
化
推
進

電
炉
増
強
な
ど

複
線
的
に
技
術
開
発

神戸製鋼所グループのブース
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